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広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)

●この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。
受け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30
分から午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151
へ）。市内在住の人が対象です。企業・営利団体は利
用できません。
【あげます】 ▼漬物石（４㎏・７㎏・12㎏各１個、
2.5㎏２個）　 ▼着物用バッグ２個（紺色・エンジ色）

▼回転いす　 ▼介護用ベッド　 ▼車イス　 ▼空気清
浄機（フィルター付き）
【ゆずって・有料】 ▼柔道着・空手着・合気道着

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

　「文化部のインターハイ」と呼ばれる全国高
等学校総合文化祭。八千代高校「鼓組」が「郷
土芸能部門・和太鼓の部」で２位にあたる優
秀賞並びに文化庁長官賞を受賞しました。
　26代目組頭の菊池葵さんは「今回演奏した
演目“獅子”は先輩が作曲したもの。先輩たち
が積み上げてきた歴史があってこその入賞だ
と思います」とうれしそうに語りました。
　「鼓組」といえば、成人式やお祭りなどさま
ざまなイベントに出演する華やかなイメージ
がありますが、普段の練習では大変苦労して
いるとのこと。「近隣の人たちの迷惑になら
ないよう太鼓に見立てたタイヤにさらに毛布
やスポンジをまいて練習してきました」と演目リーダ
ーの阿部博洋さん。「苦心しながらの練習でしたが、そ
の成果が出せてうれしいです」と語りました。

避難。職員の説明を受けながら、避難所で自分たちが何
をすべきかを考え、行動しました。訓練後参加者からは、
「受け身ではいけない。自分たちが主役なんだと思った」
との声があり、避難所運営への意気込みが感じられました。

　８月31日、総合運動公園多目的広場、市民体育館で
八千代市総合防災訓練が行われました。
　テーマは「体験型の訓練」。避難所開設訓練や土のう
作製訓練、はしご車搭乗体験、家具等の転倒防止対策な
どのコーナーが設けられ、2,013人の参加がありました。
　今回の防災訓練では、新たな試みとして「シェイクア
ウト訓練」が行われました。この訓練は、2008年にアメ
リカからはじまり、合図と同時に地震から身を守るた
めの行動をとります。午前９時、合図があり参加者は一
斉に「体を低く」「頭を守る」「動かない」の基本行動を
とりました。
　また、「避難所開設訓練」では、震度６弱の地震発生想
定の下、５地区の参加者がグループごとに市民体育館へ

　今年は八千代市で梨がつくられて100周年の年。梨は
長い月日の中で改良が加えられ、より甘くおいしくな
りました。その味を競う「やちよの梨　味自慢コンテ
スト」が９月６日、イオンモール八千代緑が丘で開催
され、たくさんの人でにぎわいました。
　会場では梨の歴史コーナーや入賞梨の展示、試食・
販売、クイズ大会など多くのイベントが行われました。
今回のメインイベントは大じゃんけん大会。司会者の
掛け声に合わせ、市長や、やっちを相手にじゃんけん
が行われ、会場は200人の歓声で沸きました。

502回

J：COMチャンネル（デジタル放送
11ch デジアナ変換放送2ch)で１〜
15日12時、20時30分／各15分間

八千代市と印旛沼

　一般社団法人全日本ピアノ指導者協会（ピティナ）
が主催するピアノコンペティションの全国大会。「Ａ
１級」で村上東小学校１年の戸

と や
谷木
この
香
か
さんが、「連弾

中級」で高津中学校３年の長村郁実さん・拓実さん
が金賞を受賞しました。
　ピアノを始めたのは３歳からという戸谷さん。ピ
アノの先生だった母親の影響で、自然と弾き始めて
いたそうです。現在は、「12月のコンサートで上手
に弾けるようがんばっています」と毎日欠かさずに
練習しています。
　長村郁実さん・拓実さんは双子の兄弟で同大会で
の金賞は２回目。「双子なので間の取り方やタイミ
ングが自然と分かって音楽が作りやすいんです」と
声をそろえました。現在受験生の２人は、３月に行
われる入賞者記念コンサートに向け、受験勉強と両
立させながら練習に励んでいます。

ピアノコンペティションの
全国大会で金賞を受賞

八千代高校「鼓組」が全国総合文化祭で優秀賞

伝統と進歩の味

自助の大切さを実感

やちよの梨味自慢コンテストで大じゃんけん大会

８月31日、総合防災訓練を開催

▲長村郁実さん（奥）と拓実さん

▲じゃんけんの勝者５人にはコンテストで入賞した梨が
１箱ずつプレゼントされました

▲初めての国立劇場での演奏後に
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　今回、初めての全国入賞を果たした鼓組。８月31
日には、各部門４校の上位入賞校だけが出場できる
国立劇場公演に出演し、多くの観客を魅了しました。
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